
ｋｗ　　引っ越し　賃貸　持ち家 

<h1>賃貸と持ち家それぞれのメリット・デメリットと老
後の選び方</h1> 
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「賃貸と持ち家、結局どちらが自分に合っているのか分からない」そう感じたことはありません

か？ライフスタイルや将来設計によって、最適な住まいの形は人それぞれです。 
 
この記事では、「賃貸」と「持ち家」それぞれの特徴やメリット・デメリットをわかりやすく整理しま

す。老後を見据えた住まい選びのポイントを参考にしたい方にも役立つ内容です。 
 
一軒家賃貸・マンション・持ち家、それぞれのメリット、デメリットを比較していますので、あなたの

ライフワークに一番のスタイルをみつけていきましょう。 
 

<h2>賃貸のメリット・デメリット</h2> 
 



 

<img src="tawaman.jpg " alt="タワーマンション"> 
 
持ち家にするか賃貸のままでいるか迷ったとき、下記のような理由で賃貸のほうが気楽に感じる

人も多いのではないでしょうか。 
 
・いつでも引っ越せる 
・住宅ローンを背負わなくていい 
 
一方で、年齢を重ねたときにずっと家賃を払い続けられるかな？高齢になっても借りられるのか

な？と、将来への不安が出てくることもあります。 
 
ライフスタイルや住み方によって、賃貸の良さと気になる点は人それぞれです。ここでは、賃貸暮

らしのメリットとデメリットについて、わかりやすく整理してみました。 
 

<h3>賃貸のいいところ/気軽に引っ越せる・修理費がいらない</h3> 
賃貸住宅の大きな魅力は、ライフスタイルの変化に合わせて柔軟に引っ越しできることです。転

勤や家族構成の変化があっても、比較的スムーズに住み替えられるため、将来の予定がまだ不

確かな人にとって安心でしょう。 
 
また、設備の故障や修理が発生した場合でも、基本的に大家や管理会社が対応してくれるた

め、自分で高額な修繕費を負担する必要がありません。住まいにかかるコストが予測しやすく、

維持管理がシンプルなのも賃貸ならではのメリットです。 
 



<h3>賃貸の気になるところ/ 家賃がかかる・自由にリフォームできない</h3> 
賃貸住宅は住んでいる限り家賃を払い続ける必要があります。年金生活に入った後も支払いが

続くため、老後の不安材料になることもあるでしょう。また、資産として手元に残らない点もデメ

リットといえますね。 
 
さらに、賃貸では壁紙や間取りの変更など、自由にリフォームすることができません。もっと快適

な空間にしたいと思っても、制限のある中で暮らすことになります。自分らしい住まいづくりを重視

したい人にとっては、物足りなさを感じるでしょう。 

<h2>持ち家のメリット・デメリット</h2> 
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「いつかは持ち家が欲しい」と思う一方で、本当に買って後悔しないかなと迷う人も多いのではな

いでしょうか。 
家を持つことには、安心感や達成感がある反面、費用や維持の負担もつきものです。 
ここでは、持ち家のメリットとデメリットを説明していきます。 

<h3>持ち家の安心感</h3> 
持ち家の一番の魅力は、ここが自分の居場所という安心感です。 
壁に棚をつけたり、内装を自由にアレンジできるのも持ち家ならではですね。 
長く住むことで地域とのつながりも深まり、住まいが人生の拠点になります。 
ローンを完済すれば家賃の負担がなくなり、老後の住居費が軽くなるという安心も得られるでしょ

う。 



<h3>持ち家の負担・固定資産税や修繕費が必要</h3> 
賃貸と異なり、持ち家には見えないコストもついて回ってきます。 
固定資産税や火災保険、定期的な修繕など、維持費は思った以上にかかることを理解しておき

ましょう。 
 
屋根や外壁、水回りなど、時間の経過とともにメンテナンスが必要にもなります。将来のライフス

タイルが変わったとき、住み替えが簡単にできない点も考慮しておきたいポイントですね。 
 

<h2>転勤や引っ越しがあるときは？</h2> 
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転勤や家族の都合で引っ越しが必要になると、持ち家と賃貸どっちがいいんだろう？と迷う人も

多いですよね。  
 
特に、転勤の多い仕事や、今後引っ越す可能性がある方にとっては、住まいが変わっても対応し

やすいかどうかが大切です。 
  
ここでは、持ち家と賃貸それぞれの引っ越し時の対応について解説します。 

<h3>持ち家だとすぐに動けないことも</h3> 
賃貸住宅であれば、引っ越しが決まった時点で解約手続きをし、比較的スムーズに次の場所へ

移ることができます。  
一方で、持ち家の場合はすぐに身動きが取れないケースもありますね。特に住宅ローンを返済

中だったり、子どもの学校やご近所との関係など、簡単に離れられない事情がある人も少なくあ

りません。 



 
また、家を空き家にしたまま転勤先で暮らすとなると、防犯面の不安や維持管理の手間や費用

がかかることも。「せっかく買った家なのに」といった不満にもなりかねません。 

<h3>空き家になるリスクや貸す・売るという選択肢</h3> 
持ち家が空き家になる場合は、いくつかの対応方法があります。ここでは代表的な3つの選択肢
を紹介します。 
 

対処法 詳細 

空き家のままにする ・数年で戻る予定がある場合、そのままにして

おくという選択も 
・ただし、空き家は劣化が早く、防犯や近隣ト

ラブルの原因になることもある 
・誰も住んでいなくても固定資産税などのコス

トは発生する 

賃貸として人に貸す ・賃貸物件として第三者に貸し出すことで、家

賃収入を得られる 
・退去時のトラブルや修繕対応などの手間も

かかる点は把握する必要あり 
・手数料は不動産管理会社に委託する方法

もある 

家を売却する ・引っ越し先に長く住む予定であれば、思い

切って家を売却するのも方法のひとつ 
・ただし、売却には時間がかかったり、売却価

格が希望に届かないケースもある 

 
このように、転勤や引っ越しの予定がある方にとっては、持ち家よりも賃貸のほうが柔軟に動き

やすいというメリットがあります。 
 
反対に将来的に戻ってきたい、資産として活かしたいと考える方には、賃貸や売却といった選択

肢を早めに検討することが必要です。 
 
 



<h2>老後の暮らしを見据えて動き方を考える</h2> 
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年齢を重ねると、住まいの選択は大きな意味を持ちます。老後を安心して過ごすためには、賃貸

と持ち家のどちらが自分に合っているのか、今のうちに考えておくことが大切です。 
ここでは老後の暮らしを見据えた暮らしについて解説します。 

<h3>賃貸は高齢になると借りにくくなる？</h3> 
若いうちは選択肢が多い賃貸ですが、高齢になると希望通りの物件が見つからなかったり、年齢

を理由に断られたりすることもあります。 とくに単身や年金生活になった場合、収入面の不安や
万が一の体調不良などを理由に、大家さんから敬遠されることもあるのです。 
 
また、バリアフリー対応の物件は数が限られているため、高齢者が安心して暮らせる住まいを探

すのは意外と苦労することもあります。 
将来も賃貸で暮らす予定があれば、今のうちから高齢者歓迎やサービス付き高齢者向け住宅な

どの選択肢を把握しておきましょう。 

<h3>持ち家は維持費がかかるけど安心感も</h3> 
持ち家は、立ち退きの心配がないという安心感があります。家賃を払い続ける必要がなく、年金

だけの暮らしでも住む場所を確保できるのは大きなメリットです。 
 



しかし、老朽化にともなう修繕やメンテナンス、固定資産税など思っている以上に維持費がかか

るのも把握しておきましょう。 
 
水回りのリフォームや外壁の補修など、まとまった出費が必要になる場面もあります。 
 
それでも長年暮らした愛着のある家で、安心して老後を過ごしたいと考える方にとって、持ち家は

心の支えにもなる存在です。 
 
 

<h2>賃貸と持ち家で迷ったときのチェックリスト</h2> 

 
 

　<img src="check.jpg " alt="チェックリスト"> 
 
「自分に合うのは賃貸と持ち家のどっちなんだろう？」と迷ったときに、考えておきたい4つの視点
を紹介します。 今の状況だけでなく、5年後・10年後をイメージしながらチェックしてみてください
ね。 

<h3>住居費の安定性</h3> 
住居費に対する考え方が定まっていれば、将来の安心に直結します。賃貸は気軽に住み替えが

できる一方で、家賃は住んでいる限り払い続けることになるためです。 



持ち家は、ローンを完済すれば住居費はぐっと軽くなりますが、その分、住宅ローンや将来の収

入の変化といったリスクも伴ってきます。 
 
たとえば子どもが巣立ったあと、家賃を負担に感じるようになり、もっと早く住まいの選択を考え

ればよかったと後悔するといった事例です。 
住居を購入した場合も同様で、ローンを組んだけれど収入の見通しが甘く、月々の返済が家計を

圧迫してしまう場合もあります。 
 
賃貸・持ち家のいずれにもメリット・デメリットがあります。無理なく、安心できる環境を早期に考え

ておくことが大切ですね。 
 

<h3>将来の資産性</h3> 
住まいを資産として考えるかどうかで、家を選ぶ視点が変わってきます。 
 
持ち家は、売却や賃貸によって資産化することもありますが、立地によっては価値が下がり負債

になる可能性もあります。 
 
一方、賃貸は資産にはなりませんが、自分や家族のライフスタイルを最優先にできる柔軟さが魅

力です。 
 
たとえば、駅近で人気のエリアに家を持っている方であれば、10年後に売却してまとまった資金
を得られる可能性があります。 
一方で、人口が減りつつある地域で買った家は、売りたくても買い手がつかず、ずっと空き家に

なってしまうリスクも考えられるでしょう。 
 
だからこそ、将来資産になるかもしれないという視点も持ちながら、住まい選びをしておくと安心

です。 
今の暮らしやすさと、将来の可能性、その両方をバランスよく考えておきましょう。 
 

<h3>将来の家族構成の変化に対応できるか</h3> 
住まいは10年後、20年後の家庭状況にも対応できるか考えておくことが大切です。 
 
現時点で家族がにぎやかに暮らしていても、子どもが独立したり、親の介護が必要になったりと、

暮らし方は時間とともに変わっていきます。 
その際「この家で暮らし続けられるか？」「広さや構造は合っているか？」と考えておくのが重要で

す。 
 
実際に、子どもが巣立ったあとの家が広すぎて、掃除や維持費の負担が増えてしまったという

ケースがあります。また親の介護が必要になったとき、階段の多い構造が不便で急な引っ越しを

余儀なくされる場合も少なくありません。 
 
今の暮らしやすさだけでなく、未来の暮らしにも合う家かどうかも住まい選びでは大切な視点で

す。 



<h3>リスク許容度を見直す</h3> 
住まいを選ぶ際には、万が一のリスクがあることも考えておきましょう。 
 
持ち家には固定資産税や修繕費など、想定以上にお金がかかることもあります。 
賃貸でも、更新料や引っ越し費用などが突然の負担になる場合が少なくありません。下記の点を

事前に考えておくことが、自分と家族を守ることにもつながります。 
 
・収入が減ったときにどう対応できるか 
・予想外の出費に備えられるか 
 
急な収入減でローン返済が難しくなり、家を手放すことになってしまうケースや、賃貸の更新料が

払えず、やむなく条件の悪い物件に引っ越した例もあります。 
 
理想だけでなく、現実的に耐えられるリスクの大きさをしっかり見つめておくことで、将来の安心に

つながります。家は暮らしの土台だからこそ、焦らず比べすぎず、最適な選択をしていきたいです

ね。 
 
 

<h2>まとめ | 自分に合った暮らし方を選ぼう</h2> 
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賃貸と持ち家、それぞれにメリット・デメリットがあり、どちらが正解というものはありません。 
大切なのは自分や家族のライフスタイル、将来の働き方や収入の見通しなどを踏まえて、納得で

きる選択をすることです。 
 



今の暮らしに合っていても、数年後には状況が変わっているかもしれません。今の自分とこれか

らの自分の両方にとって心地よい選択ができるように、じっくり考えてみてくださいね。 
 
住まいは、毎日の暮らしの土台となるものです。自分に合った形で、安心して過ごせる場所を選

んでいきましょう。 
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